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阿部正弘の協調政策以降、朝廷と雄藩の干渉で政局は混乱した。幕府の地盤沈下は深刻であった。井伊直弼が
凶刃に倒れた後、安藤信正は朝廷との融和「公武合体」で地盤強化を目指した。薩摩藩は独自の「公武合体」
を考え、勅命を背景に幕政介入してその中心になろうとした。一方、長州藩は「幕政反対」で敵対した。 

政略に翻弄された女性―和宮 
安藤信正は、朝廷への融和政策として皇女の将軍降

こう
嫁
か
を推進した。朝廷も、幕府

の攘夷決行を条件に降嫁を承諾した。和宮はすでに有
あり
栖
す
川
がわの
宮
みや
熾
たる
仁
ひと
親王と婚約し

ていたが、年齢の点で白羽の矢が立った。江戸に着いた和宮には、波乱が待ち受け
ていた。言語・慣習の違い、天璋院との不和。条件の攘夷決行は実現せず、幕府が
朝敵になると、新政府総裁の熾仁親王と敵対した。和宮の死後、遺品から若い男性
の写真が見つかった。一説には、家茂とも熾仁親王とも言われている。 

 

 

 

 

 

○公武合体と幕政の大改革 
●政局の混乱と安定の模索 
1860 年、大老(１)       が(２)         で暗殺された。 

⇒朝廷の権威増大や薩
さつ
摩
ま
藩など雄藩

ゆうはん
の幕政介入で政局が混乱する中、 

老中(３)       が幕政の中心となり、次の３つに取り組んだ。 
①貿易による国内の品不足と物価高騰への対処 
②貿易

．．
に
．
反感
．．
をもち
．．．

通商条約の早急な破却を目指す運動(４)       の阻止 
③朝廷（公）と幕府（武）の融和(５)       で政局の安定化 

＜品不足と物価高騰＞ 
 貿易が日本の輸出超過のため、国内は品不足と物価高騰に陥った。 
→1860 年、安藤信

のぶ
正
まさ
は物価抑制を目的に(６)           を発令した。 

⇒西洋諸国や輸出に関わる商人の反対で、（６）は効果があがらなかった。 

＜攘夷運動の頻発＞ 
貿易に対する反感から 攘

じょう
夷
い
運動が展開し、次の出来事が起こった。 

①1860 年、アメリカ領事ハリスの通訳ヒュースケンの暗殺 
②1861 年、東禅寺事件 
…イギリス仮公使館の高輪

たかなわ
東禅
とうぜん

寺
じ
が水戸脱藩の浪人に襲撃された事件 

…事件後、幕府は各国の公使館建設を約束 

＜公武合体の推進と行き詰まり＞ 
1861 年、安藤信正は公武合体を姻戚

いんせき
関係で実現しようと、 

孝明天皇の妹(７)     と 14代将軍(８)       を政略結婚させた。 
⇒政略結婚は、尊

そん
王
のう
攘
じょう
夷
い
を説く一部の者から激しく非難された。 

 
1862 年、(９)          
…政略結婚に憤激した水戸脱藩の浪人らが(10)       を襲撃した事件 
…負傷した（10）が老中を辞職し、公武合体は行き詰まり 

 
 
 
 
 
 
 
 

公武合体と幕政反対 

図１ 安藤信正 

図３ 東禅寺事件 

図２ 五品江戸廻送令 

図４ 徳川家茂 



●文久の改革 
1862 年、公武合体が行き詰まる中、薩摩藩主の父(11)       は、幕政介入を試みた。 

→（11）は慣例を破り、兵を率いて入京して、朝廷に幕政改革を迫った。 
⇒改革の勅 命

ちょくめい
を受けた（11）は、江戸へ向かって幕府に改革を要求した。 

◇（11）…前藩主島津斉
なり
彬
あきら
の弟で、藩主島津忠義

ただよし
の後見人として実質的な藩主 

 
幕府は要求を受け入れ、文久の改革と称される次の改革を図った。 

＜人事と役職の新設＞ 
越前藩主松平慶

よし
永
なが
：大老に相当する政事総裁職に就任 

一 橋
ひとつばし

家(12)       ：将軍の補佐役(13)         に就任 
会
あい
津
づ
藩主(14)       ：無力化した京都所司代の上位職(15)         に就任 

＜その他＞ 
西洋式軍制の採用、(16)       の緩和

．．
（３年に１度で在

ざい
江戸 100 日） 

 

○攘夷運動と反幕府の激化 
●攘夷運動と英国の対日政策硬化 
折からの攘夷運動に加え、次の出来事でイギリスは対日政策を硬化させた。 

①1862 年、(17)        
…島津久光一行の江戸からの帰途、横浜近郊でイギリス人が行列を横切り、 
久光の従者に殺傷された事件 
…1863 年、事件の報復として薩摩藩・イギリス間に(18)       が勃発 

②1862 年、イギリス公使館焼打ち事件 
…建築中のイギリス公使館が、長州藩士高杉晋作

しんさく
らに襲撃された事件 

 

●攘夷運動と尊王攘夷論の変質 
攘夷運動は、幕政反対も加えた尊王攘夷論を展開し始めた。 

⇒幕政反対も加えた尊王攘夷論を主張する一派は、尊攘派と呼ばれた。 
 

●攘夷と幕政反対からの武力行使 
1863 年、尊攘派の藩士は京都に集まり、朝廷を動かすため尊攘派の公家と結んだ。 

→1863 年、(19)     藩は朝廷を動かし、将軍を京都に迎えて攘夷決行を迫った。 
⇒幕府は、「1863 年５月 10日付」での攘夷決行を諸藩に命じた。 
 
 1863 年５月 10日、（19）藩は下関海峡を通過する米

．．．．．．．．．．
・
．
蘭
．
・
．
仏の船を砲撃した
．．．．．．．．

。 
 
 また、尊攘派は幕政反対に次の武力行使をおこなった。 
①1863 年、天 誅

てんちゅう
組の変 

…公家中山忠光
ただみつ

と土佐藩士吉村虎
とら
太
た
郎
ろう
が大和五条の代官所を襲撃した事件 

②1863 年、(20)        
 …元福岡藩士の平野国

くに
臣
おみ
ら尊攘派が但

たじ
馬
ま
生
いく
野
の
の代官所を襲った事件 

図５ 島津久光 

図６ 松平慶永 

図７ 生麦事件 

図９ 砲撃されたフランス船 

図８ 思想の展開 


